
第
３
編　

基
本
計
画

現状と課題

♦ ぐんま緑の県民基金事業により、群馬県森林ボランティア支援センター※を運営し、ホームペー
ジの管理・運営や情報誌の発行を行っているほか、市町村提案型事業により、各地で県民参加
による地域独自の活動が行われています。

♦ 森林への関心を深める森林環境教育を推進するため、指導者の育成やボランティア団体や企業
等の支援に、一層、取り組む必要があります。

（３）県民参加推進

♦ 森林環境教育により森林の大切さが認識され、多くの県民が緑化活動や森林整備活
動に参加しています。

将 来 ビ ジ ョ ン

取組の方向性

♦ 自然体験活動や自然講座など多様な森林環境教育への参加機会を充実し、森林環境教育を推
進します。

♦ 緑化運動により緑化の必要性を普及するとともに、群馬県森林ボランティア支援センターによる
技術安全指導を実施するなど、県民や企業の森林整備への参加を支援します。

具体的施策《重点取組》

（森林環境教育の推進）
♦ 児童生徒や県民を対象とした自然観察会や森林整
備体験など、森林で遊び、学ぶ活動を支援します。

♦ 緑の少年団活動が活発になるよう関係機関と連携
し、子どもたちの自由な発想による取組を支援し
ます。

♦ 本県の自然や森林の魅力を県民に伝えるため、森
林環境教育の指導者「緑のインタープリター※」を
養成し、活動を広めていきます。 森林環境教育
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（県民参加の森づくり推進）
♦ 森林と人との関わりの重要性に対する意識を醸成し、関係人口の増加に取り組みます。
♦ 緑の豊かな郷土づくりを推進するため、群馬県植樹祭※や緑化運動ポスター・標語の募集、緑の
募金活動等の緑化運動に関する事業を関係団体等と連携して実施します。

♦ 「群馬県森林ボランティア支援センター」を運営し、森林ボランティア情報の収集と提供、技術
安全指導や森林整備作業器具の貸出しなど、ボランティア団体への一体的なサポートを行いま
す。

♦ 企業参加の森林づくりを推進するため、フィールドの紹介や協定締結など、企業と森林所有者の
仲立ちを行います。

♦ 企業や森林ボランティアが手入れを行った森林の二酸化炭素（CO2）吸収量を認証することによ
り、森林整備の効果への理解を深めます。

数値目標　【「森林ビジネス」の創出】

指　標（★重要指標） 現状値 目標値

★「森林ビジネス」取組地域数 13 35

県立森林公園・県立公園(赤城・榛名・妙義)入場者数（千人／年） 1,895 2,144

★森林環境教育参加者数（人／年） 15,853 21,200

森林ボランティア団体会員数（人） 4,647 6,100
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